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松
　
前
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道

　
北
海
道
最
南
端
の
松
前

は
、
北
海
道
に
和
人
が
進

出
す
る
拠
点
だ
っ
た
。
関

西
か
ら
日
本
海
を
北
上
し

て
北
海
道
に
至
る
航
路
が

交
易
路
。
途
上
の
近
江
商

人
が
力
を
持
ち
、
支
店
を

構
え
た
。
北
海
道
か
ら
は

干
物
や
昆
布
な
ど
の
海
産

物
、本
州
か
ら
は
米
、反
物
、

鉄
な
ど
が
運
ば
れ
た
。

　
松
前
氏
の
先
祖
は
室
町

時
代
か
ら
こ
の
地
を
支
配
。

一
六
〇
〇
年
頃
築
城
。
米

が
出
来
な
い
の
で
、
石
高

ゼ
ロ
の
大
名
で
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
の
進
出
に
備
え
、

明
治
維
新
の
直
前
に
幕
府

の
命
令
で
城
を
建
て
替
え

た
。
海
か
ら
の
攻
撃
に
備

え
、
砲
台
を
設
け
た
。
し

か
し
、
山
側
の
守
り
は
薄

か
っ
た
。
そ
の
為
、
戊
辰

戦
争
で
北
海
道
独
立
を
目

指
す
旧
幕
軍
に
攻
め
ら
れ

落
城
し
て
い
る
。

　
函
館
開
港
に
よ
り
、
松

前
は
発
展
か
ら
取
り
残
さ

れ
、
昔
の
た
た
ず
ま
い
を

今
に
伝
え
て
い
る
。

こ
く
だ
か

駄々っ子　安倍自民、公明

解
散
時
期
を
迫
る

　
安
倍
自
民
党
、
公
明
党

は
、民
主
野
田
政
権
に「
年

内
解
散
」
を
迫
る
。「
近

い
う
ち
に
解
散
す
る
と
云

う
か
ら
、
消
費
税
増
税
法

案
に
賛
成
し
た
。
年
内
に

解
散
す
る
こ
と
を
約
束
せ

よ
」
と
云
う
。
え
っ
？

「
解
散
す
る
為
に
無
理
に

消
費
税
増
税
に
賛
成
し
た

の
？
」「
解
散
し
て
総
選

挙
で
政
権
を
取
っ
た
ら
消

費
税
増
税
は
撤
回
す
る

の
？
」
そ
う
じ
ゃ
な
い
、

元
々
、
自
公
は
消
費
税
増

税
に
賛
成
で
し
ょ
？

　
今
は
「
赤
字
国
債
特
例

法
案
」
が
懸
案
。
そ
の
審

議
に
入
る
に
は
「
年
内
解

散
の
約
束
を
」
と
迫
る
。

も
っ
と
大
事
な
懸
案
が

　
今
、
国
会
で
は
「
一
票

の
重
み
の
是
正
」「
福
島

原
発
の
事
故
対
策
、除
染
」

「
他
の
原
発
の
安
全
問
題
」

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
」「
尖
閣
諸
島
領
有

権
」「
沖
縄
の
オ
プ
ス
レ

イ
、
米
兵
犯
罪
」「
消
費

税
に
よ
る
庶
民
増
税
か
、

超
富
豪
や
大
企
業
を
優
遇

税
制
の
是
正
か
？
」な
ど
、

問
題
が
山
積
み
の
筈
。

政
治
の
中
身
を
論
議
せ
よ

　
赤
字
国
債
を
発
行
し

て
、
予
算
通
り
に
進
め
る

の
か
？
「
復
興
予
算
」
の

使
途
は
？
膨
大
な
軍
事
予

算
を
そ
の
ま
ま
に
す
べ
き

な
の
か
？
論
議
す
べ
き
事

は
沢
山
。
そ
れ
な
の
に
、

民
自
公
で
「
赤
字
国
債
特

例
法
案
を
十
五
日
衆
院
採

決
」
と
合
意
。「
え
？
自

公
は
特
例
法
案
に
反
対

じ
ゃ
な
い
の
？
賛
成
？
自

公
は
「
お
菓
子(

解
散)

く
れ
な
き
ゃ
云
う
事
き
か

な
い
」
と
云
っ
て
い
る

駄
々
っ
子
に
見
え
る
。
党

利
党
略
し
か
目
に
入
ら
な

い
ら
し
い
。

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


